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3・ 6月 定例会

残
暑
厳
し
い
秋
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
市
民
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
い

よ
い
よ
御
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
は
私
ど
も
議
会

に
対
し
た
い
へ
ん
な
御
指

導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
表
心
よ
り
深
く
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
、

六
月
二
十
日
定
例

議
会
に
お
き
ま
し
て
議
員

の
管
さ
ま
の
御
推
挙
に
よ

り
副
議
長
に
当
選
の
栄
を

受
け
そ
の
職
に
つ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ

り
浅
学
非
才
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、

そ
の
重
責
を
環

感
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

市
民
各
位
の
御
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
議
長
を
補

と
し
議
会
の
円
滑
な
運
営

と
市
政
発
展
の
た
め
全
れ

を
傾
注
し
て
参
り
た
い
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
・

御
高
承
の
よ
う
に
議
会

は
予
算
、

決
算
、

条
例
の

制
定
な
ど
の
議
決
権
、

そ

市
政
発
展
に

全
力
を
傾
注
＝

し
て
同
意
、

承
認
、

調
査
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
私
ど
も
は
常
に
こ
れ

ら
に
責
任
を
自
党
し
な
が
ら
市
民
の

代
表
者
、

奉
仕
者
と
し
て
努
力
を
い

た
し
て
お
る
と
こ
ち
で
あ
り
ま
す
が
、

本
市
の
基
本
施
策
に
の
っ
と
り
福
祉

の
充
実
、

環
境
の
整
備
そ
し
て
産
業

の
振
象
に
重
点
を
置
い
て
現
在
新
規

と
継
続
の
も
の
を
合
わ
せ
て
非
常
に

た
く
さ
ん
の
諸
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、

特
に
北
陸
新
幹
線
の
早
期
着
工
と
若

狭
駅
の
実
現
、

そ
し
て
か
浜
線
の
電

Ｐ化
促
進
、

日
立
少
年
自
然
の
家
の
座

設
、

ま
た
完
成
を
間
近
に
控
え
た
小

浜
外
港
の
整
備
等
こ
の
外
議
会
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
多
く
の
事
業
が

あ
り
ま
す
。

八
〇
年
代
は
地
方
の
時
代
と
も
い

わ
れ
て
い
る
折
柄
国
の
第
二
次
臨
時

行
政
調
査
会
の
答
申
な
ど
で
将
来
の

地
方
自
治
に
も
厳
し
い
も
の
が
あ
ろ

，
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ど
う
か
市
民

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
小
浜

市
発
展
の
た
め
な
お
一
そ
う
の
御
指

導
と
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
こ
と
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
者
さ

ま
の
御
策
栄
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し

上
げ
就
任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

7月 臨時会審議日程

二月十 日 (本会議 )
。決算特 別委 員長報告、質疑 、討論、採 決、常任 委員の所属 変更

三角十二 日 (本会議)
。議 案上程、説明

二月十三 日 (本会繊 )
0質 疑 、委員会 付託

二月十四 日 (本会議 )
0要

置き需 逢

説明、質疑 、 討論、来決 、議 案上程、説明、質疑 、

三月十六 日 (本会議 )
O一 般 質問

二月十七 日 (本会議 )
。一般 質問

二月十八 曰 く委員会)
0総 務 、教育民生

三月十九 日 (委員会 )
0建 設、産業経済、教 育民生

二月二十 日 (委員会 )
0総 務、建設、産業経済 、教育民生

二月二十五 日 (本会議)
。委員長報告、質疑 、討論、採決 ・追加議案工程 、説 明、質疑 、

討論、採決

９
葎
播
韓
可

六 月二十 日 (本会議 )
。議案上程、説明、質疑 、討論、採決、副議 長選挙 、一 部事

務組合 (病院、消防)議 会議 員の選挙
六 月二十二 日 (本会 議)

。議 案上程、統明、質疑 、委員会 付託
六 月二十四 日 (本会議 )

0-般 質問
六 月二十五 日 (本会 議)

。一般質問、議案上程、説 明、質疑、委 員会 付託
六月二十六 日 (委員会 )

0総 務、建設、産業経済、教育民生

六月二十七 日 (委員会 )
。教育民生

六 月三十 日 (本会議 )
O委 員長報告、質疑 、討論、採決 ・追加議案上程 、説明、質疑、
討論、採決

七月二十二日 〈本会議)
。議案上程、説明、質疑、討論、採決

三 月 定 例 会

六 月 定 例 会

議 臼目!議長

七 月 臨 時 会

情
和
束
解
零
掛
寝
周
提
口
遊
の
民
主
鶴
観

こ
と

一
定
期
限
の
再
廷
長
に
関
す
る
意
見

を 小
顔
市
嵐
業
妻
員
会
菱
員
の
推
せ
ん
Ｅ
っ

い
て

臨
査
菱
貫
の
選
任
に
つ
い
て

冨
震
買
塵
樹
価
電
査
雲
員
会
委
員
の
遭
任

に
つ
い
て

に
飛
西
十
方
年
達
生
窪
着
米
範
と
米
想
顧

策
に
関
す
る
意
見
を

関
す
る
意
見
書

蟹
ほ
馬
豊
α
覇
行
嗣
虚
の
を
続
に
換
す
る

意
見
８

日
本
農
業
を
再
建
し
、

食
な
自
縞
率
の
向

ヌ
′
イ
阪
■
力
撤
定
便
送
に
関
す
る
憩
貝

■ あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て

迎
雌
α
縮
台
襲
偶
罰
画
に
つ
い
て

小
源
市
霞
尿
健
康
保
際
税
乗
例
の

一
部
改

正
に
つ
い
て

小
源
市
税
採
観
の

一
印
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
特
別
職
員
の
結
５
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
乗
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

自
衛
隊
筋
数
に
関
す
る
決
議

区
域
外
の
公
の
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

■
済
付
腰
業
夕
房
事
業
α
実
施
に
段
す
る

乗
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
琶
土
地
叡
良
事
業
の
経
費
の
嗣
課

徴
収
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
源
碑
営
体
自
旋
霞
の
設
置
及
び
管
理
条

例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

■

源

府

選

住

宅

僧

騒

条

例

の

一
却

叡

正

に

つ

い

て

小
浜
市
躙
員
定
数
桑
例
の

一
部
改
正
に
つ

い
て

若
狭
の
皇
サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
源
市
ヌ
升
―
ウ
振
顕
基
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

小
源
市
庁
舎
訳
築
基
金
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

昭
和
五
十
六
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
予
算

澄

　

　

案

　

　

岳

国
会
の
刑
お
沢
題
〓
項
目
の
具
体
化
と
こ
れ
が
実
施
の
た
め
の

一
定
期
限
の
再

延
長
を
政
府
関
係
機
関
に
要
望
す
る
意
見
む

小
谷
鴻
薄
氏
、

野
村
治
作
氏
、

仲
合
元
二
氏
、

岸
正
康
氏
、

松
首
昭
司
氏
の
機

会
よ
り
の
推
せ
ん

松
井
正

一
氏
の
選
任

刃
Ｅ
，

一
氏
、

高
日

一
次
郎
氏
の
任
命

圧
ヰ
健
Ξ
氏
の
出
任

怪
弔
五
十
ホ
毎
達
球
の
政
府
買
い
入
れ
価
額
と
食
暫
制
度
堅
持
、

米
穀
政
策
の

ほ
立
を
政
府
関
係
機
関
に
要
望
す
る
意
見
を

本
年
九
月
以
降
実
施
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
特
定
遷
質
線
区
に
含
ま
れ
る
小
浜

練
を
こ
の
運
賃
制
導
入
の
対
象
と
し
な
い
よ
う
国
鉄
並
び
に
政
府
関
係
機
関
ヘ

の
意
見
書

目
便
馬
豊
α
豊
孔

一
元
化
の
影
習
を
考
慮
し
現
行
制
度
の
存
続
を
図
ら
れ
る
よ

う
政
府
関
係
機
燿
へ
の
意
見
を

擦
日
掴
日
α
切
六
勢
化
、

主
要
憩
類
の
管
理
品
目
組
み
入
れ
、

飼
料
米
、

昂
租

の
改
良
、

普
及
に
つ
い
て
使
極
的
な
対
策
を
補
じ
ら
れ
る
よ
う
政
府
機
関
に
対

す
る
憩
見
書

的
の
安
全
と
独
立
を
守
り
、

国
民
生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
機
密
を
保
腫
す
る

法
律
の
制
定
を
政
府
関
係
機
関
へ
要
望
す
る
意
見
書

二
盟
線
の
盟
定
、　

一
露
線
の
変
更

毒
賀
、

錦
鹿
、

廊
釜
出
先
臨
溶
線
の
道
搭
用
地
と
し
て
公
有
水
面
埋
立
に
よ
る

土
地
〓
三
五
七

・
六
八
市
の
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
確
認

加
尾
、

西
小
川
練
、

大
谷
線
、

磐
谷
練
、

奥
日
縄
練
の
続
装
、

大
谷
結
の
新
設

須
縄
線
拡
題
改
良
の
辺
地
に
か
か
る
公
共
的
施
設
の
整
備

出
お
耕
透
零
関
係
法
令
の

一
部
改
正
に
奉
じ
価
課
帳
度
額
、

低
所
得
者
に
対
す

る
税
の
軽
滅
及
び
連
曽
の
円
滑
化
の
た
め
の
税
率
の

一
部
訳
正

批
万
獄
遊
害
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
並
び
に
政
令
の
改
政
に
伴
う
法

人
税
、

特
別
土
地
保
有
溺
、

た
は
こ
消
費
の

一
部
改
正

客
侑
防
〓
員
の
報
酬
ガ
三
年
間
据
題
と
な
つ
て
い
た
た
め
是
正
す
る
た
め
の

一

部
改
正

届
コ
４
年
自
秘
Ｃ
嫁
へ
の
歓
料
水
の
供
絹
を
県
ガ
上
中
町
へ
協
力
要
摘
、

こ
の

結
水
工
事
を
行
な
う
た
め
の
上
中
町
か
ら
の
協
議

水
田
利
用
再
編
対
策
の
推
叢
に
伴
う
六
車
の
作
付
け
増
加
に
対
応
じ
災
害
相
使

の
実
施
と
不
足
金
、

補
て
ん
金
の
充
当
等
所
要
の
乗
文
改
正

正
田
村
の
行
な
う
土
地
改
良
事
業
の
経
費
の
価
課
に
つ
い
て
、

土
地
改
良
法
の

規
定
に
よ
り
、

，

野
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

庭
球
場
、

汚
井
運
動
場
の
適
正
化
と
弓
道
場
の
建
設
に
伴

い
今
後
市
の
体
百
施
設
と
し
て
管
理
す
る
た
め
の
改
正

昨
年
か
ら
建
捜
ガ
進
め
ら
れ
て
い
た
後
添
町
の
第
二
種
住
宅
三
十
戸
が
完
成
、

こ
の
住
宅
の
家
質
を
月
額
二
汚
三
千
百
円
と
す
る
た
め
の
改
正

健
康
害
理
セ
ン
タ
ー
の
業
務
開
始
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
増
設
等
に
伴
い
七
人
の

職
員
を
増
員
定
数
を
四
九
九
人
に
す
る
た
め
の
改
正

揺
封
蝙
ガ
五
十
五
年
度
事
業
で
建
設
し
た
も
の
を
小
浜
市
が
稼
り
受
け
、

今
後

管
理
、

運
営
を
本
市
が
行
な
う
石
法
を
定
め
る

ヌ
オ
ー
レ
Ｃ
掘
耳
に
は
相
当
の
予
算
ガ
期
要
て
、

墓
金
を
積
み
立
て
、

そ
の
基

金
か
ら
生
す
る
収
益
を
ス
ポ
ー
ツ
に
要
す
る
経
費
に
充
当
す
る

荘
庁
毬
の
頭
築
に
要
す
る
資
金
を
積
み
立
て
る
た
め
の
基
金
の
設
置

市
の
今
年
度

一
年
の
基
本
計
画
と
な
る
も
の
で
総
額
七
十
八
億
円
、

昨
年
度
対

比
八

・
六
％
伸
び
と
な
つ
て
お
り
福
祉
の
充
実
に
細
三
十
五
億
五
干
万
円
、

葉

境
の
霊
館
に
細
二
十
四
億
九
千
万
円
、

算

内

容



わ ほ 承 而 藤 た よ り

予算78億 を可決

庁舎改築の積立はじまる

一般会計小
浜
市
総
合
開
発
計
画

委
能
料
に
つ
い
て

（問
）
小
浜
市
総
合
開
発
計
画
委
託

料
五
百
万
円
の
内
容
は
ど
う
か

（答
）
四
十
六
年
度
か
ら
五
十
五
年

度
ま
で
の
長
期
構
想
が
切
れ
、

二
十

五
年
度
を
基
準
年
次
と
し
て
十
力
年

の
長
期
構
想
を
考
え
て
お
り
各
課
の

課
長
補
佐
ク
ラ
ス
の
中
で
企
画
担
当

員
を
任
命
、

本
市
の
現
状
、

将
来
構

想
を
事
務
的
に
ま
と
め
て
お
り
、

こ

の
構
想
を
専
門
家
に
検
討
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
委
託
料
で
あ
る
。

鴫
体
的
な考
え方
に
つ

（間
）
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え

方

に

つ
い
て

主
な
条
件
と
質
疑

（答
）
国
、

県
の
動
き
を
十
分
勘
実

し
な
が
ら
各
課
に
基
本
的
方
針
を
示

し
、

こ
れ
に
基
づ
き
予
算
を
編
成
し

て
い
る
。旺

輛輸
餅
齢軸
党
けウ

（問
）
仮
称
動
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

建
設
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
使
用

目
的
等
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か

（容
）
労
働
者
全
体
、

働
く
皆
さ
ま

方
が
全
部
使
え
る
よ
う
な
研
修
セ
ン

タ
ー
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
と
い
う
の

が
理
想
で
あ
る
。

ご
み
収
集
委
託
料
に
つ

い
て

（問
）
ご
み
収
集
委
託
料
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
一
部
民
間
委
託
と
す
る

目
的
は
ど
う
か

（答
）
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

ず
、

向
上
さ
せ
こ
と
を
心
し
な
が
ら

行
政
と
財
政
の
合
理
化
を
は
か
っ
て

い
く
と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
で

あ
る
。自

動
車
道
の
建
設
促
進

に
つ
い
て

（問
）
企
画
費
の
負
担
金
に
関
連
し

て
北
隆
自
動
車
道
教
賀
と
近
畿
自
動

車
道
舞
隼
線
舞
鶴
を
結
ぶ
自
動
車
道

の
建
設
促
進
を
図
る
協
議
会
の
組
織

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

（答
）
一
市
の
問
題
と
し
て
取
り
上

げ
て
い
く
問
題
で
は
な
く
県
政
の
中

で
、

あ
る
い
は
広
域
圏
の
中
で
今
後

と
も
継
続
し
て
い
く
問
題
だ
と
思
う
。

た
だ
、

若
狭

一
日
の
町
村
長
の
中
で

は
若
狭
と
京
都
を
結
よ
直
接
自
動
車

道
の
ほ
う
を
も
っ
と
力
を
入
れ
る
べ

き
だ
と
い
う
意
見
が
現
在
で
は
強
い
。

小
浜
市
庁
舎
改
集
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（問
）
庁
合
改
築
基
金
条
例
の
制
定

に
関
し
て
庁
合
改
築
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
考
え
か
。

（容
）
将
来
建
設
す
る
庁
合
は
若
狭

の
中
心
都
市
で
も
あ
り
多
少
の
ゆ
と

り
、

豊
か
さ
、

美
し
さ
も
兼
ね
備
え

た
庁
合
に
と
考
え
て
お
り
二
十
億
ぐ

ら
い
と
思
っ
て
い
る
。

取
り
組
み
と
し
て
は
市
民
の
生
活
の

活
力
、

生
産
の
活
力
そ
う
い
っ
た
こ

と
に
必
要
な
町
の
近
代
化
が
盛
り
上

が
れ
ば
そ
の
ほ
う
に
力
を
入
れ
た
い
。

駐
車
場
事
業

特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

（問
）
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
予
算

に
は
駐
車
場
使
用
料
が
見
込
ま
れ
て

い
る
が
料
金
の
計
算
方
法
、

徴
収
方

法
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

（客
）
出
入
口
に
無
人
の
自
動
開
閉

機
を
装
置
し

一
七
八
台
の
収
容
能
力

が
あ
り
、

ま
た
、

月
ぎ
め
の
駐
車
も

二
十
台
を
予
定
、

本
年
八
月
よ
り
年

度
末
ま
で
六
〇
％
利
用
を
見
込
み
一

回
二
〇
〇
円
の
料
金
で
月
ぎ
め
分
に

つ
い
て
は
工
事
の
関
係
か
ら
今
年
度

は
歳
入
に
見
込
ん
で
い
な
い
。

姉碑酪時期鵬
∽
一餃服
改正

に
つ
い
て

（問
）
市
営
体
青
施
設
の
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
今

回
野
代
、

青
井
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
使
用

料
が
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が

個
人
の
使
用
料
徴
収
に
不
公
平
が
生

し
な
い
か
。

（答
）
体
育
施
設
を
使
用
す
る
場
合

は
申
し
込
み
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、

こ
の
際
料
金
を
徴
収

し
て
い
る
が
学
校
の
タ
ラ
ブ
活
動
に

は
料
金
は
取
っ
て
い
な
い
し
そ
の
中

で
遊
ん
で
い
る
一
人
や
二
人
に
つ
い

て
も
料
金
を
徴
収
し
て
い
な
い
。

健
康
づ
く
リ
コ
ン
ピ
ユ

ー
タ
ー
ド
ツ
グ
委
椛
料

に
つ
い
て

（問
）
国
保
事
業
特
別
合
計
の
健
康

づ
く
リ
ヨ
ン
ピ
ェ
ー
タ
ー
ド
ツ
ク
委

託
科
に
つ
い
て
昨
年
の
結
果
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
。

（答
）
昨
年
に
継
続
し
て
本
年
も
こ

の
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
昨
年
は

三
〇
一
一
名
の
国
保
被
保
優
者
の
回

収
で
回
収
率
九
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

ヨ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
い
た
結
果
を
そ

れ
ぞ
れ
個
人
宛
送
ら
れ
て
い
る
。

雑獣雛離障
水職す
る

（問
）
農
業
共
済
事
業
予
算
に
関
連

し
て
、

農
業
従
事
者
に
対
す
る
災
害

保
険
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

（答
）
農
民
の
智
さ
ま
方
が
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

取

り
か
か
る
こ
と
は
ち
っ
と
も
や
ま
さ

か
で
な
い
と
い
う
基
本
的
な
考
え
を

も
っ
て
い
る
。

3・ 6月 定例会

7月 臨時会

意見書 5件 を可決
病院 ・消防議員決 まる

農業委員 5名 を推せん
監査 ・教育委員会委員の任命に同意

昭
和
五
十
六
年
第

一
回
小
浜
市
議

会
定
例
合
は
二
月
十

一
日
か
ら
二
十

二
日
ま
で
の
全
期
十
五
日
間
を
も
っ

て
開
会
さ
れ
、

常
任
委
員
会
委
員
の

所
属
変
更
を
行
な
っ
た
後
、

本
年
度

本
市
行
政
の
基
本
と
な
る

一
般
合
計

予
算
外
七
特
別
、

二
企
業
会
計
予
算
、

庁
含
建
設
の
た
め
の
基
金
を
積
立
る

小
浜
市
庁
含
改
築
基
金
条
例
の
制
定

な
ど
条
例
の
制
定
、　

一
部
改
正
、

廃

止
十
五
作
、

十
二
月
定
例
全
で
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
た

一
般
・特
別
八
会

計
決
算
、

そ
の
他
合
わ
せ
て
四
十
九

議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、

認
定
い
た

し
ま
し
た
。

ま
た
、

議
会
で
は
福
井
県
下
へ
の

自
衛
隊
誘
致
に
つ
い
て
決
議
を
行
な

い
ま
し
た
。

こ
の
定
例
合
に
皆
さ
ま
方
か
ら
提

出
さ
れ
ま
し
た
請
願

・
陳
情
は
請
願

一
作
、

陳
情

一
作
で

「本
保
区
内
遺

路
の
市
道
認
定
及
び
改
良
に
つ
い
て
」

の
陳
情
が
採
択
と
な
り
請
願
に
つ
い

て
は
継
続
容
査
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
第
二
回
小
浜
市
議

会
定
例
合
は
六
月
二
十
日
か
ら
三
十

日
ま
で
の
全
期
十

一
月
間
を
も
っ
て

開
全
さ
れ
、

ま
ず
、

伊
勢
副
議
長
の

辞
職
に
伴
う
副
議
長
選
挙
が
行
な
わ

れ
副
議
長
に
藤
田
務
議
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て

一
部
事
務
組
合

議
会
議
員
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
、

公

立
小
浜
病
院
組
合
議
会
議
員
に
は
、

河
南
、

中
島
、

小
堂
、

松
埼
、

小
川
、

深
谷
、

伊
勢
、

辻
、

今
島
、

阿
本
、

小
谷
、

三
国
、

石
橋
の
各
議
員
が
宥

狭
消
防
組
合
議
会
議
員
に
は
、

尾
上
、

営
永
、

浜
野
、

高
日
、

寺
本
、

横
山

木
橋
、

藤
回
（清
）、
自
中
の
各
議
員

が
当
選
い
た
し
ま
し
た
。

市
長
よ
り
提
案
さ
れ
た
も
の
は
専

決
処
分
の
承
認
、

企
業
会
計
決
算
露

定
、　

一
般
及
び
特
別
二
会
計
補
正
子

算
、

条
例
の

一
部
改
正
三
作
な
ど
二

十

一
作
を
そ
れ
ぞ
れ
承
認
、

可
決
し

た
ほ
か
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
に
同
意
を
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、

議
会
で
は
皆
さ
ま
方
か
ら

要
望
の
あ
っ
た
事
項
、

当
面
す
る
諸

問
題
五
作
に
つ
い
て
政
府
関
係
機
関

へ
意
見
書
を
提
出
す
べ
く
こ
れ
を
可

決
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
に
管
さ
ま
方
か
ら
提

出
さ
れ
ま
し
た
摘
願
・
陳
情
は
お
願

五
作
、

陳
情
三
作
で
「日
本
農
業
を

再
建
し
、

食
糧
自
給
軍
の
向
上
を
は

か
り
、

食
管
制
度
の
拡
充
強
化
要
請

の
議
会
決
誘
に
つ
い
て
の
捕
願
」

「

郵
便
貯
金
の
現
行
制
度
の
存
続
に
つ

い
て
」

「社
会
福
祉
法
人
小
浜
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
事
務
所
に
つ
い
て
」

が
採
択
と
な
り
請
願
三
十
一
陳
情
二

件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

衛
を
き
れ
い
に

昭
和
五
十
六
年
第
二
回
小
浜
市
議

会
臨
時
会
は
七
月
二
十
二
日
招
集
さ

れ
、

会
期
を

一
日
と
決
定
、

教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
、

監
査
委
員
の
選

任
に
同
意
、

ま
た
、

議
会
で
は
農
業

委
員
会
委
員
五
名
の
推
せ
ん
を
行
な

い
、

「同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法

の
民
主
的
改
正
と

一
定
期
限
の
再
延

長
に
関
す
る
意
見
書
」
を
可
決
し
政

府
関
係
機
関
へ
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

”轡
ザ

周
柵
淵
円
Ｗ
　
常
任
委
員
会

・
対
策
委
員
会

提

案

さ

れ

た

議

案

に

つ

い
て

現

地

の
調

査

等

を

行

な

い
、

よ

り

一
そ

う

慎

重

な

審

査

を

行

な

い
皆

さ

ま

方

の

意

見

を

市

政

に

反

映

す

べ
く

四

常

任

委

員

会

を

設

置

し

て

お

り

ま

す

が

三

月

定

例

全

に

お

い
て
委

員

の
所

属

変

更

が
行

な

わ

れ

委

員

長

、

副

委

員

長

も

互

連

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の
結

果

は

次

の
と

お

り

で
す

。

振
興
協
議
会
委
員
の
所
属
変
更
行
な
う

2 -

…

雪 昌 富
雷

藤 小 中 富 河 石 今
雷

田 川 澤 永 南 橋 島 会

清 多 吉 一 保 修 寿
覇

志 士 次 夫 二 二 夫

建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
堂
　
｛ハ
兵
衛

副
委
員
長
　
　
横
　
山
　
政
　
直

委
　
員
　
　
浜
　
野
　
　
　
定

″
　
　
　
藤
　
田
　
　
　
務

″

　

小

谷

清

章

″

　

畠

中

謙

吾

産
業
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
中
　
島
　
輝
　
昭

副
委
員
長
　
　
尾
　
上
　
真

一
郎

委
　
員
　
　
高
　
田
　
正
　
信

″

　

寺

本

久

雄

″

　

松

井

正

一

″
　
　
　
辻
　
　
　
与
大
夫

″
　
　
　
岡
　
本
　
　
　
治

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
深
　
谷
　
嘉
　
勝

副
委
員
長
　
　
松
　
崎
　
茂
　
明

委
　
員
　
　
森
　
下
　
　
　
智

″
　
　
　
伊
　
勢
　
謙
次
郎

″

　

本

補

正

昭

″
　
　
　
〓
一　
国
　
正
　
三

隣
接
す
る
町
村
と
の
相
互
の
規
睦

を
深
め
通
路
改
良
を
は
じ
め
共
通
す

る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
上
中
・

名

田
庄

，
大

飯

・
三

方

の
各

町

村

議

会

と

振

実

協

議

会

を

組

織

し

て

お

り

ま

す

が
、

こ

の

ほ

ど

委

員

の
所

属

変

更

が
行

な

わ

れ

ま

し

た

。

変

更

さ

れ

た

委

員

は

次

の
と

お

り

で
す

。

小
浜

・
上
中
総
合

富J
委 委 委

〃 ″ ″  員 員
員 長 長

小 探 浜 富 藤 今 振

谷 谷 野 永 回 馬
霧

清覇 一
F 寿馨

章 勝 是 夫 志 夫

小
浜
・
名
田
庄
総
合

振
興
協
議
会

委
員
長
　
　
小
　
堂
　
一ハ
兵
衛

副
委
員
長
　
　
島
　
中
　
離
　
吾

委
　
員
　
　
尾
　
上
　
某

一
郎

″

　

松

埼

茂

明

″
　
　
　
小
　
川
　
多
嘉
士

″
　
　
　
辻
　
　
　
与
大
夫

小
浜
・
大
飯
総
合

振
興
協
議
会

委
員
長
　
　
伊
　
勢
　
謙
次
郎

副
委
員
長
　
　
高
　
田
　
正
　
信

委
　
員
　
　
河
　
南
　
保
　
二

″
　
　
　
寺
　
本
　
久
　
雄

″

　

横

山

政

直

″

　

木

補

正

昭

小
浜
・
三
方
総
合

振
興
協
嬢
会

委
員
長
　
　
一二
　
国
　
正
　
一
一

副
委
員
長
　
　
森
　
下
　
　
　
智

委

員

　

中

島

揮

昭

″
　

　

松
　
井
　
正
　
一

〃
　
　
　
岡
　
本
　
　
　
拍

″

　

石

橋

修

二

多
様
化
す
る
行
政
に
対
応
じ
当
面

す
る
諸
問
題
を
専
門
的
に
調
査
・
研

究
を
行
な
い
、

こ
れ
ら
課
題
を
解
決

す
る
た
め
四
対
策
委
員
会
を
幾
置
し

て
い
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
委
員
の
所

三 伊 寺 深 浜 中

国 勢 本 谷 野 鴻

正
葵久嘉 吉 一輝

二 郎 雄 勝 走 次 智 夫 昭

正 寿 嘉  一 六 政 正
兵

二 夫 勝 走 夫 衡 直
一

l _ F  正 与 正 輝 清 真
大      一

二 治 昭 夫 信 昭 章 郎
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… , 雷

昌 養
費

" 程

奮
憂

二 今 i 案浜 富 小 横 松
賛  石 岡 木 辻 高 中 小 尾

香

国 島 谷 野 永 堂 山 井 会  橋 本 橋  田 島 谷 上 会

外
港
整
備
事
業

促
進
対
策
委
員
会

委
員
長
　
　
中
　
島

剛
委
員
長
　
　
笛
　
永

委
　
員

　

森
　
下


